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第8回　渡邉真理子
●
 そもそもなぜフィールド・
　
ワークをするのか
　
そもそも、フィールド・ワー
ク（現地調査）は、なぜ必要なのだろうか。 （イ）報道や発表よりも早くリアルな情報が手に入れられる。 （ロ）公開情報や政府統計などでは、把握できない情報を手に入 ことができる。（ハ）公開情報や政府統計などでは把握できない、既存情報の背景にある文脈や構造を探ることができる。 （ニ）すでに指摘されている状況が本当に起きていかを確認することが る。といったところであろうか。筆者は、とにかく発表されていない情報、情報の背景にあ 文脈というものを手 入れたい、という気持ちが強か 。中国に関して、当時の報道や関連す 調査研究などの資料を読んでも、そこで展開されている議論はお題目のようなものが多く 結論にいたる論理も怪しげで何が本当なのだろうか、という猜疑心が募るばかりだったからであ
る。そもそも新聞や論文に書いてあることは、何がどこまで本当なのだろう？
　
これが、現地
に行きたい思いを駆り立てた力だった。そして、実際に当事者に話しを聞い み と、読んだ内容ほどでもない場合と、書かれているものよりもずっとすごい場合の両方があった。●フィールドで何をするのか　
で、フィールドに出て何をす
るか。①参与観察、②インタビューや見学、③データ収集のための面談のように、実は多様な仕事が選択肢としてはあり得る。参与観察は、人類学者が採用することの多い手法で、一定期間研究対象のそばで活動 ながら観察をする現地調査である。一番人間力というかコミュニケーション能力が試される一方で、何 どの程度の期間でわかるかについては、事前には予測しづらい。不確実性が高く時間と手間が か 手法である一方で、対象者が普段活動してい
る現場に入ることで、本人が意識していない人間関係や行動を観察す ことができる。第二のインタビューや見学は、調査の対象を訪問 、当事者に現場から降りた場所で、知りた 課題について述べてもらう。当事者の考え方に興味がある場合には、この手法で十分である（と参与観察をやっ み いがうまくセットできない自分に、いいわけをしている） 。 第三のフィールドでのデータ収集とそのための面談は、ある仮説の可否を確認する最終的な作業と筆者は考えている。　
筆者自身は、本格的な参与観
察は経験したことがないが、インタビューとデータ収集は連携させて利用する手法だ 意識している。ただ、この両者の関係は二つの方向がある。 ひとつは、ある仮説が事前にあって、それを確認するためにデータ収集を目的として現地に入り、インタビューで情報を補足する方法。もうひとつは、現地でどんな問題が存在しているのか、という意識で、仮説 その問題の構造そのものを探すためにまずインタビューを行い、そこ 構築された仮説を確認するためにデータ収集を後で行う方法である。前者は、課題が与えられその仮説の可否を確かめること 主眼
となり、効率的な手法である。しかし、発展途上国の営みの中に埋まっている宝をインタビューで掘り起こし、データ収集で磨き出す、という後者は、より贅沢な方法のように思う。●どうやったら
宝を掘り当てられるのか？
　
では、宝を掘り当てるにはど
うしたらいいのか。筆者の経験を振り返って考えると、まさ「人間万事塞翁が馬」ということわざどお のように思 自分でできることは万端に整えたうえで、 あとは運命にゆだね 。準備がよければ、よい運が飛び込んでくるし 準備が足りなければ、運は逃げていく。　
具体的には、まず意味のある
情報を得るためには、きちんした関係 構築する必要がある。中国人は比較的オープンなので、知人の紹介さえあれば、初対面でも結構話しをしてくれる。そこ お目当ての調査対象に紹介してくれる がいるかどうかがポイントになる。企業や役所にポストがあって中国に来た人は、その ストに対応する交渉相手や人脈があり、その日からでも情報収集をすることができる。けれど 一研究者には、そうした出来合の人脈はないあらゆる知人の紹介を頼り、相
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手の信頼を得て初めて、関係が構築される。まず、 「おもしろい」 、 「 用できる」と思ってもらえるか そ からギブ・アンド・テイクの関係を構築できるか、が鍵になる。最初に出来合の人脈を受け継いだ人の中には、自分の所属先の名刺と看板自体がギブになって と錯覚している か、テイク・アンド・テイクの人 いる。こうした人は肝心の情報を取るのに成功しているように思えな 。●湖南人と
A
B型の女性
　
ただどうやったら堅い関係が
つくれるのかについて考えると、最終的にはやはり運次第としかいえない。自分 経験を振り返ると、 「湖南人」と「
A
B
型の女
性」にしばしば助けてもらってきた。一九九六〜九八年にかけて香港に駐在 ていたとき、中国経済に関す 見方のヒアリングをするためとある金融機関のエコノミストを訪ねた。その後、私のほうから時々訪ねて意見交換をしていたが、ある き北京に行って当時スタートしていた中国の国有企業向け不良債権処理方法 つい ヒアリングをするつもりだという話をし 。すると、知り合いを紹介してくれるという。サンキュー、じゃお願い、と答えると、メールで訪
問時間と訪問相手を指定してきた。不良債権処理会社の総裁で、のちに中国最大の国有銀行 頭取になったやり手の人物であった。広い部屋に偉い総裁と小娘が二人きり。これは困ったと思いながらも、開き直ることにした。先方にとって私はプロではないので業界常識をベース した話ではボロ 出ると思い、 「教科書からの理論ではこうなるが実際はどうか」という青臭い議論をふっかける戦略を取っ先方は、面倒だとおもったとおもわれるが、それでも二人きりで小一時間こちらの議論につきあって、不良債権処理がどういう内容 処理されようとしているのか、そもそもの問題の根源、法律の限界、政治のサポートについても教えてもらった。おかげで私はレポート一冊と論文数本が書けたが、それが特にくだんの社長と友人のエコノミストに直接役だったわけではない。友人のエコノミスト の後も時々偉い人と会う機会をセットしてくれたが、私が彼の役に立ったとは思えない。彼は湖南省の貧困県の出身で、すっかりリッチになっ から出身地の小さな子どもたちを毎年北京に招いて世界を見せてあげる活動を自費でしていると、のちに別の友人から聞いた。私もその小さ
な子どもたちの一人のようなものだったのだろう。もう一人なにくれと親切にしてくれた友人も湖南人 で、個人的には湖南人 義侠心は厚いと思い込むこと している。　
また関係を構築する際には、
同性のよしみ いうのは、正直とてもありがたい。同じく香港にいたころ、広東省のある有力家電メーカーである国有企業を訪問することになった。当時広東省政府にいた知人を通じて、先方に連絡してもらった。そのうちのひとつの会社を訪問し際、日本語を話せる女性が出てきてその会社の 、役員や希望した各部署との面談をアレンジしてくれた。そ 後、お礼のメールを送ったところ、関連する資料を多く送ってくれ、その後時々 で話をし、広東省をはじめとする華南地区の企業の動向、家電業界の情勢 いろいろと話してくれるようになた。そして、思い切ってそうした企業の訪問のアレンジを改めて頼んだところ、自分の知り合いあちこちに連絡をしてくれ、自分の車で訪問先まで送っれたので る。なんでここまで親切にしてくれるのか、と面くらい、彼女自身も友人に「あなた変わっているねえ」と言われたらしい。とまれ、その後は日
本にくれば一緒に温泉に行って我が家に泊まってもらい、先方を訪問すれば一日ずっと一緒いる友人になった。そして広東の家電メーカー間の権謀術数、烏合離散の背景をいろいろと教えてもら 、私はなんとか論文が書けた。その後北京 駐在したときに仲良くなり、すっかりお世話になっている女友達も、広東の彼女も
AB型だった。
●
 「使ってもらえる研究者」としての準備をしておく必要がある
　
以上の友人たちは、なぜか先
方が気に入ってくれた希有な例である。けれど普通はそこまでうまくは行かない。普通、関係を構築するには、先方に「使ってもらえる研究者」だ、と認識してもらえるよう 準備をしおく必要がある。そして 紹介してもらった先では、話をするに値する人間だ、と理解してもらえるように、インタビューの内容その他に関 、十分準備しておく必要がある。そう評価してもらえなければ、もう二度と紹介はしてもらえないからである。などとしんどいことを考えてしまうが、やはりそうやって現地に行くと宝がいろいろ埋まっているので、フィールドワークは止められない。
わたなべ　まりこ／アジア経済研究所　東アジア研究グループ長
専門分野：中国の企業・産業・経済の調査、応用ミクロ経済学（金融契約、産業組織論、
など）
近著に「中国医薬品産業―産業の全体像」「中国医薬品産業―企業の行動」（項安波・張政軍・
陳小洪と共著）久保研介編『日本のジェネリック医薬品産業とインド・中国の製薬企業』
情勢分析レポートNo.5、『企業の成長と金融制度』（今井健一と共著）シリーズ現代中国経
済4　名古屋大学出版会、2006年7月がある。
